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中 部 電 力 株 式 会 社
浜 岡 原 子 力 総 合 事 務 所

◆立地状況

敷地面積 : 1 . 6 k m 2 (約 5 0 万坪 )

中部電力従業員数 : 7 9 5 人

協力会社従業員数 : 2 , 6 6 5 人 (平成 25 年 11月 1日現在)

.どきまげ家事., 群 は ,燃 ,産 む協議,誠離 洲 . ･蒸気を冷ゃす海水は沖合6衡 に
設置した、取水塔から取水しています。

　　　　　　 　

1号機 2号機 取水塔 3号機 4号機 5号機 取水塔

◆敷地および配置

●静岡県および、御前崎市を始め、牧之原市･掛川市･
菊川市(以下4市と表記)と安全協定を結んでいます。
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4 市 2,254 名 (65 % )

4市以外の県内 5 13 名 (15 % )

県 外 693 名 (2096 )

(平成 25 年 11月 1日現在)

御前崎港
浜岡原子力発電所 ･

い ←- - - 約1okm - - -→

.●日本で唯一、敷地前面□専用の
港を設けてない原子力発電所です。

◆設備概要
1織 2畿 3職 4裁 5巖
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安全性向上対策薬一施中(地震、津波、里大事故対策等)

浜岡の規模 静岡支店管内(H24年度の実績)

最大電力 36 l.7万k w (総電気出力) 388 3万k w【7月26日 1

年間電力需要
発電電力丑の最大実績
2 76億2.印0万k W h【平成 -7年度】(※1

I97億8,即0万k W h

※t 当社全体の発電電力量(H 24年度実縄纜)に占め濁酒-恰約2割

※内閣総理大臣き鴎青を受けて停止
(4 号機 骰鮪13、5号機 賜351の

●当社静岡支店管内(静岡県富士川以西)の
0 最大電力の約9割
0 年間電力需要(販売電力量)の全量を
まかなうことができる規模です。

ナ計 との間を陸上輸送

･大型機器等‘よ
発電所者御前崎港
との間を陸上輸送
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◆従事者の住所別人数

●4 市周辺の 5 市 2 町 (焼津市 ･藤枝市 ･島田市 ･袋井市･

磐田市･吉田町･森町)とは、浜岡原子力発電所の事故･
故障等における情報提供、及び意見交換を行うことを目的
として浜岡原子力発電所情勢連絡会を設置しています。
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(愛知県)
r 静岡県 エリア)

●定期検査のない期間の
平均従事者数:26鱒名程度
(3･4･5号機全号運転期間中)のうち

4市在住者の占める割合:約70%

計 3,460 名

< 浜囮睦子力発露所の莞爾規模>

(山梨県)ノ
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◆原子力発電所〔沸騰水型軽水炉(B W R )〕の安全上重要な施設

耐震重要度分類;

に コ 耐震sクラス (A ,鮨クラス※)

、m m …;耐震Bクラス
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◆浜岡原子力発電所の安全性のより一層の向上に向けて

●新規制基準が、平成 25年 7月に施行されました。
●当社は、これまで自主的に津波対策や重大事故(※1)対策に取り組んできていますが、
新規制基準にできる限りi速やかに適合することを目指し、必要な対応につし、て順次検討を
進めてまいりました。

●3,4号機について、地震対策のほか、竜巻対策、火災対策および重大事故への対応として
の注水機能強化、電源機能強化などの追加対策を平成 25年(幻13年)9月にとりまとめ、
公表いたしました。(9月 25日公表)

●今回実施を決定した追加対策については,設計進捗や工事物量等を勘案して、4号機,3号
機の順に工事に着手します。

●現場の作業輻輳等により工事期間が必要なことから、4号機は平成 27年 9月末、3号機は

平成 28年 9月末の完工を目標に進めてまいります。
また、現在実施中の津波対策および重大事故対策についても追加対策の設計等を反映
しますが、追加対策の完工目標までに工事を終える予定です。

●3･4号機については、これらの追加対策をおこなうことで、新規制基準を踏まえ必要となる設備
対策がひと通り整うものと考えています。

●今後、今年度のできるだけ早い時期に、新規制基準への適合性確認に係る申請ができるよう
に、必要な準備を進め、地元をはじめとしたみなさまに丁寧に説明してまいります。

●緊急時制御室などの特定重大事故等対処施設および5号機につし、ては、引き続き検討を進め
ていきます。
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◆エネルギー資源

●現在利用しているエネ′レギー資源には、すべて限りがあります。新たな資源開発の可能性は残きれている
ものの、中長期的には化石燃料の枯渇は避けられません。しかし、化石燃料に代わるエネ′レギ÷源として
大量に利用できて、しかも安定供給可能なものは少ないこと力澤現状です。

●この限りある資源を有効利用していくためには、省エネ′レギーの推進とともに化石燃料に代わるエネノレギ÷
源の開発と導入が不可欠です。

10 0万k w の発電所を1年間
運転するのに必要な燃料

世界のエネルギー資源確認埋蔵量

(トン)
2,SO0,000 ,

235万トン

2PO0,00o yI
B 609促トン

(注)可採年数=確認可採埋肱量/年間生産量
ウランの確認可採埋戴量は費用1卸ドル/ kg未満

【出典】 原子力 ･エネルギー図面集即13

{石炭l 石油 , 'LN q i濃縮ウラン等

【出典】 ｢原子力2010｣ 資源エネルギー庁

◆地球温暖化問題◆エネルギー情勢
●日本は、エネ′レギニ資源に貧しく、約 9税を海外からの輸入‘坤頂っています。
その中でも石油は、埋蔵量の約鯛%が中東に偏っていることから、中東の政情から大きく影響を受けます。
一方、石炭やウランは、世界各地に分布しているので、安定して輸入がで培ます。

主要国のエネル蛋一自給率 (平成2仲幼 日本のエネルギー供
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●日本の各種電源のC 0 2排出量

日本のエネルギー供給構成(平成23年度)

8 % 石油
天然ガス 4 2 %

2 0 %o

注)高蕪取引される 2 5 96エネル¥ のみ

【出典】 B裏逝6s6鯏lRevEw ofW ondEnelgy2012をもとに作成

日本 ドイツ フランス 米国 英国 カナダ 中南米 中東
地域別に見たエネルギー資源の確認埋蔵量 中南 !‐ 竪 4 2 % : %
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二発,“然料の-燃焼に加え 原率の#騎-乏から発い,設備なとの

●地球温暖化の原因であるC0 2排出量を国別に ●(ココ2排出量の削減には、発電過程においてC 0 2を

みてみると、日本は第5位と世界レベルから見ても 排出しない原子力発電は必要不可欠なもので、今後
高いGコ2排出国です。 ますます原子力の果たす役割は重要なものとなって
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出典:｢原子力･エネルギー図面無20 10｣をもとに作成

フルサ…マル利用Q 回リサイクルを前提 ゾ レベル放射性
磨げ物処分 発し炉庚廃炉などを含めT 算出

発電燃料燃焼

◆太陽光発電･風力発電と原子力発電の比較

原子力発電
太陽光発電

風力発電
業務用 家庭用

1基当たりの設備容量 100万 k、内 10o k、W 35 k、内 2,oook、W

設備利用率 80 % 12 %o 12 %o 20 0%

1基あたりの年間発電量 ･ 70億k W h 11万kい′h 0.37万k、W h 350万 k、W h

1基あたりの設備投資額 3,600億円 6,000万円 250万円 6億円

10 0万k w 級原子力発電所
1基の年間発電畳を
生み出すのに必要な基数

1基 6万4千基 190万基 2,000基

必要な投資額 3,600億円 鰯部千億円 4兆7千億円 錫82千億円

必要な敷地面積
●太陽光発電は1o m 2 / k w

＼●風力発電はQ o 62k m 2 / 基

浜岡原子力発電勘

約 16 k m 2 ※
約67k m 2

尭電ばo o 62k m / 基

T÷÷ 生 雑れ霰鷲面積が
岡原子力発電所の約1.6k m 2は、1基分の面 .〆字

、蕁
硫ではなく、発電所全体の広さを表します。

執心~′轆 崎前の面積が 寮螂愛なれ…
もまて矯ゑ菊川罐蘂

出典:｢総合エネルギー調査会第10回新エネルギー部会資料｣および｢日本のエネルギー20 0 9 ｣より作成
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■海抜 30m および 40m の発電所敷地高台の工事状況
●高台40m の現場では、緊急時用資機材倉庫等の建屋工事および電源盤を設置する建屋の機器類の設置工事を進め
ています。

●高台 30m の現場では、地下水槽の駆体工事および送水トンネルの工事進めています。

緊急時用資機材倉庫
(5棟)

　 　 　　　　 　 　 　 　　　　　　　　　
　　　　　 　　　　　　

潔 --鮎‐ * 些事壺≧- # #“ '〆…中協 議溌,

緊急時電気品建屋
[電源盤]

緊急時ガスタービン発電機建屋
(3,200kW x 6台)

海抜 40m 高台の工事の様子

　　　　　　　　　

海抜 30 m 高台の工事の様子

中 部 電 力 株 式 会 社
浜 岡 原 子 力 総 合事 務 所

■高圧注入系空冷式熱交換器設置
◆｢全交流電源喪失時｣や｢海水冷却機能喪失時｣に
おいて、高圧注水系を運転可能とするためには、『電源』
および『モータの冷却』が必要になります打電源川ば現在
発電所敷地高台にて工事を進めているガスタービン発電
機から供給し、『モータの冷却』については、原子炉建屋
屋上に空冷式熱交換器を設置します。

- 1 1 ･1M■ 1轟･:･･面上尊幽仙翻 岫壼飜J団瑕盟m.m1-圏E▲ . 盟 岫 - 司眉=圃□hE椰圃国田1山田租 .コ- 亘記　 　 　 　　　　　　 　　　　 　　　　　　 　　　

◆10月 1日に4号機の空冷式熱交換器本体の設置を行いま

したよ3号機は7月25日に設置済み)

■緊急時海水取水設備(E W S )の工事状況
●ポンプ室内のポンプ据付工事等が終了しました。
3･4 号機は地下水槽内へ取水し、機能試験が終了

しました。5号機はポンプ室の配管据付工事等を
進めています。 酵卷･弼朝翻水

ポンプ@台)

各号橙をつなぐ
連絡トンネル(
接続するための
トンネルトンネル

　　　　 　　　 　　　　　

　
　　　　　　　

　 　　　　　　
　 　　　

l
3 14 号機約 28m、5 号機約 25m

扇げ-
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■フィルタベント設備の設置工事状況

◆現在、4 号機フィルタベント室の繋体構築工事を

進めています。
◆排気筒までの配管トンネル掘削工事に着手しました。

　　　　　　
　 　　

　　　　 　　　　　 　 　 　 　

フィルタベント室舞体構築工事 配管トンネル掘削工事

●新規制基準への適合を目指し、追加対策の実施

を決定しましたが、これらの対策工事については、
4号機は平成 27年 9月末、3号機は平成 28年

9月末の完工を目標に進めてまいります。
●また、これまで実施を進めてきた、津波対策および

重大事故対策についても、追加対策の完工目標

までに工事を終える予定です。

酬防波轢き--串状況
●防波壁の海抜 -8 m までの部分は、総延長 L6km すべて設置が終了し、敷地東西の改良盛土の海抜

18 ~ 20m へのかさ上げと砂丘堤防の海抜 12m へのかさ上げも終了しています。
●現在、防波壁の西側端部の 22m への嵩上げ工事を進めています。(9月 2 7日工事着手)
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■原子炉建屋防水構造扉の工事状況
●3 ~ 5 号機の原子炉建屋大物搬入口等への

強化扉や水密扉の取り付けが完了しました。　 　

　　 　　 　

大物搬入口
内側水密扉

■大容量送水システム(ハイドロサブリの配備
◆仕様･数量
< ポンプ車> 3台 :ディーゼルエンジンを駆動源とする回転数可

変式の油圧駆動、水中ポンプを装備
< ホース車> 3台:送水ホース約鰡donを積載

◆原子炉、使用済燃料プールの冷却に必要な水量(3~弱号機)
･原子炉糸勺鱒 ~ 45 mノhノ基

(原子炉停止8時間後の崩壊熱除去に必要な水量)
燃料プール約 t1~ 13 m /h/基

(定検時の全燃料取り出し完了直後)
< ハイドロサブ能力>

　　 　　
　　　　 　

高圧運転 高流量運転

場程 12 M P a 1o y p薄

容量 90 話/h 1拗 幅/h


